
茨城県版 新技術
情報提供システム
「IT’S」

実施要領の改定について



茨城県版新技術情報提供システム
Ibaraki Technology Information System
IT IS → IT‘S（イッツ）

•平成１６年１０月から運用を開始し、今年で２１年目

時代の変化に合わせたリニューアル（実施要領の改定）

• 令和７年１０月から、新たな実施要領に移行します！



何が変わるの？

①登録（県ホームページ掲載）の期間

②申請受付方法

③登録技術の区分



①登録（県ホームページ掲載）
の期間について

【改定前】５年後の年度末まで

【改定後】NETIS（国土交通省の新技術情報提供システム）の

掲載終了まで

＜移行措置＞

・過去にIT’Sに登録し既に掲載が終了した技術で、現在もNETISに掲載

されている技術については、再申請を認める

・現在登録（掲載）中の技術は、上記のいずれか長い方とする



②申請受付方法について

【改定前】

チラシやホームページ等では電子メールでの申請を案内していたが、

実施要領では郵送のみ（電子メール不可）となっていた

【改定後】電子メール

ホームページへの掲載の更新時期は、これまでと変わらず

年４回（４月・７月・１０月・１月）



③登録技術の区分について

「積極活用技術（県内施工実績あり）」を廃止

【改定後】次の３つに区分する（重複もあり）

県内産技術：開発拠点が県内（本店・研究所・工場はOK、営業所のみはNG）

推奨技術 ：NETISの推奨技術や実績評価の高い技術

その他技術：登録時は評価が不明だが、今後評価が高まる可能性も

積極活用



その結果「IT’S」は、どうなる？
IT’SはNETISを補完するツール

NETISには無い情報 → 県内産技術のPR

NETISでは掲載件数が膨大すぎて…
→ まずは掲載件数の少ないIT’Sから見てみたら

・こんな新技術があるんだ！
・この技術は、こんな工種分類に該当するんだな
・類似の技術が他にもあるのかな？、NETISでも検索してみよう
・県内に工場があるんだ、早速相談してみよう
・県内施工事例も多そうだ、実際の現場を見て検討しようか

新技術の検索や比較検討する際の参考情報が増え、導入の手助けに！



将来的には…
（現時点では、まだ構想ですが…）
・テーマ（悩みごと）に沿った技術の募集

・試験施工マッチング

「新技術を試しながら有用な技術を発掘していく仕組み」
を構築していきたい！

＜IT’Sの目的＞

民間等の新技術等開発力の増進に寄与するとともに、県土木部が発注する公共事業において、
発注者と受注者が新技術等を導入しやすい環境づくりを目指す

この目的に、より近づくように！



引き続き「 I T ’ S」を
よろしくお願いします

ご清聴ありがとうございました

新技術で、みんなの暮らしを、建設業界を、より良く！


